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去る平成 2`=10F4曰 (木)二重県男女共同
=ロ
センターにおいて 亮45回精や保虐福祉三

重県大会を閂催いたしました。この大会は精神倶慮福■ こ開する知識の普及とヽ神帽がい者の自立

と社会春コを目指して写t・行っています.

愕.‐俣健や信祉 医療の現場で うにIhl買が顕言であると.Iめ

られる信人31名 1団体の万々に対し会長表彰を行いました.

個人表彰者 31名

写日 0とみ猥

,義 千葛子lT

う ,́ あナみ様

渡邊 勉 様

同 記巳
=●
T

lp_田 せつ子様

多度あやめ病院

」し勢病院

辻  律子 lT
晨日 昌子 様

久居病院

堀本 由美子様
本句 美千К粽
■村 三代 根
■川 美佐子lT
沖  輝■ 様
奥0 勝彦 様
麻生 咲子 ●.―
津1奇 修― 様
担嶋 記久
=様

松限厚生病院

熊野病院O仁 志1号檬

名倉 保舅 t

日置 みどり様

吉原 美恵
=様

西川 優文 様

Jt島 明子 様

総合心療センター

●●●が

しくれ会倶名噸 去会)

三重断酒新生会

F晟厚生病院

黒川 千き
=様

長合,1 =宏様

正村 恭子 t

ワークルーム桑友
地域活動支援センター

太喝件業所

蔚記さんさんワーク

野田 感二 様

渡邊一二三代様

こころの医療センター   渡辺 官子 根
大屋 具電子・・

特定非営T括動法人 一番ばし iT団体 表 彰

今年も多くの軍業所の方々にご協力をいただき 属示i[売会を

開催いたしました。それそれにエスを凝らした物品が沢山なら0
たくさんの方ここ覧いただきました.ありがとうございました.

」晨●に ワークルーム彙友t''き勤支燿センター わかは共
同十業所 穴場t■所 工房 T.・ T夢の郷ク0-バー
ハウス ニ重でのひら 二重県褐●保健福祉全 ここ

ろの病いt当詈者の合「心栞
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とt｀うも0は人度を元気こしてくれ生 があるようrTだ たし 、実ぃ,4は●てもいt'と t'

うわけでまあjません.いしめに繋がるようなきて 人の人を実う 実●てはいるoのつ嫌な気i=ぅ
がするような実tヽまに康でまありません 実いたくま●|ヽ すれと ここで実●【ユ ,たほうが景裁こl・

まうという ,[実 しヽとtヽわ■る牛 こヽ健長にいい笑tヽこはt,えません。ここうと身■ [ぃい実t,とは
吉てとここ喜●合,ておl・●亡から良がった おもしろtヽと

=っ
て実t｀が爆発するような笑いで,.大

実いしている量■す他の手は考えない ただミつてt,る これ,ル ]●■■〔tヽいのでまなtヽでしょうな

どうしてこんなこJ来ザ割 Cヽが ―iヽだなくなり「実tヽ ●■がら,|えてい
=ま
した.仕言コt
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●熱いぅ0が言いてくるような感じがしました.=0″
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前労継続支援B型事実耐 おてんとさん J (定員20名)所在地 :津市高茶崖

二,23■からスタート.メ ン|ヽ一 ,二音」のオームに入所コ
`●
●コ.しで,.毎ヨ美■●らマン

ク⊂バスに桑つて L封 します.たこ
'き
,弁当の啜売 モ●Tこ しらえや■表等を行●ていま,.

■用者が社合■■■で貢
=で
きるょう「食 [こだわり
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=議
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=tヽ
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.

●:i長 0長家をオJFしているため 七●●■tち

ま員.しも知■理:]ぅちり 議■ こうた,て萱きにぅ

り言せんでした ■ コ「;周』●道ヨ清掃など ■■
【の活罰をヽ■|,こ行tヽ まり理:キ tつてt｀

「
す.

百線,送 が流れるにでの■■.音楽を固くこと

で員J寺ちもちち言きます.=動こハス
=に
光ラ■

ケ【雷ち上なり言す 言た 生天 こまお豪_み0年
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ホームでま利用者さんが生[しや,tヽ
「

.しtのヽt,三同・ .り ■3ヽ τtヽ ま7.そ C'=具
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暑―亘ヨ々努力を,すてい言,.
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サービス
=L負
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当事者交流会(あ りのままクラフ)

こころ0局を,青つ人 埼tll●が tヽ
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■0■ま■
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 行It,晋 企■にづtiで 当事きによる 1時発表
事浸急 ありのまま [歩き出そう)

捐■障がtC啓発と当事議 をE工としたイヘント

tl●

」
¨

　

人

は

〓

当
一

=壻 =障'tつ
分野はⅢ策■に遅れてt｀ろ

=三
がありき,

テ[ま
=:i含
ざ■しと●つて,き ,してく,■てt,まつ 当事

=ま
●までt‐踵●,1ていた■●つ口〔 ら■がそ,,■てい

るIF分がらりま,しかし今′
`ま

当事者むFを上
`て
t,●

●■■はtヽ ナなtヽと考え〔いま,
●当亨
=会
をこく月■して 喜三■な■■をi_て tiき

たtr,.
●行,など,1置 する言員会等に当事

=つ
言画●必要で

,だ ますは 三三具F●■事考全交流会をitヽたtヽて

,当言
=合
と_てのJ三つくつ■

=ら
を ′壽 地サ

●v・ どからlB「 て́もらうことが
=,な
のI県 内n

当言
=■
全■J〕交流

'ら
,=●てヽたt,と

=ft'ま
7.



聾

||

日|

題|  
・́・‐・ン̈‐レい″́ ・ヽ‐́。

:や環境を体験する人が      日|

― 卜を行う人のこと。

        i:

1目   

り

よ サ 1」 TII;l:

旧醍ど■8P[[:[

lll  
る働きもあるようです。             ベジ東ニム||"th k」

=ん       ::
』|

□国国国回日国□日亘日頭d週晏

0

ベンネーム liwth



亘い●¬膚者や莫団生活がき手■方 詢
^幅
の方 肯い者等の方にとつて 呈寄りのl.定さ難

・Fで 調 ごしにくい環境になりがちです .●曾がぇきけ4ば還・ ,生活は長朝
`ヒ

し 身ltやここ

うの不ギが進Cこ とも子Fき 0ま す.そのよう■■ 医
「

や福祉0対応を必要と,うせ壁者のた

めの「EttEttrD設置は 東日二大震災においても その重要性がますます訂EOされ 完の震
人でき東Jし 3県で218か・‐ 閂設されました.

()信 社コ甦所の対象 まとのような方ですが
' 
家族も―Ftに退苺できま,か ,

対
=は
高品者 障がい者 11亡碍 乳幼児 病

=者
など 遊藍・f生活|こおいて

',PJな
工■を必要と,る方で,入所わヨや医療ヽ配等に入所 人院していない万を,,象と
していき,.

零

'も
可能で,が

=●
ilと も l・
=可
キ人争に限りがありますので 介

"に
必要な

人致を,らせていただく
=合
があります.

()=|=詐T11,,遅モ・・|つ違いま珂て,か ?
― l・力にま 1嵯●解消やスローフ 手すり 障がい言月トイレのヨ置などがされて
おり介奎月品や

=●
・品 百t,すなどの物品が整情さ■た●設 電ヽllE難所となります

また
=難
者の生活二接など 相談に応じる介財員が配冒され 運肇者の急変等にヽ

Gできる●型確 保されています.

()=祉 連・ L所へ入FTするにはどうしたらttヽので,か ?

原員Jと して災言:ilぎ  ます最言りのも足[護 Ffに運難していただきます 市ヨがF
義・F生活で肯別

I.工

=が
必要な方と判じした場合 受け入れ施設とち議し 福l■選難

所 [移つていただくことになります.

| ||||||| |11  
‐   ‐

平成24年 11月現在 19う町 386施 設の福ll運難所が確保されています。

`市
町において 保撻 福祉センターなど雨可の福祉施設を指定したり 社会福祉な

人などの協力を得て 曖 言時における福祉遊難所に開する歯定Jを締結しているとこ

ろです.c定を締結してしヽる施設区分は 老人福祉施設や障害者支
=施
設などです.

未確保の市町にお|ヽでは 受人体制の整備などが課題となつており f保に向けた

検討が進められているとこうです.



「境界型パーソナリテイ障害」 詢甕メンクレクリニック 浜■健二

境界型パーソナリティ障害って?
6にボークーと言われるものです 0ともとは精だ局と神経症の壇,という意味から名付けられましたが
せ早晨健緩閂(llHO)の作咸する]吟疾病分貞(CD」 0)で 部 絡不安定性バーンナリティ障害の中に分類され
,立した耳念とI・ つています。若い女性に多くパーソナリティ障言の■では6もよく見かける頬聖です。

境界型′‐ ,ナリテイ障害の特徴は?
アメリカ精■E学会の診よ墨■(DSM ViR)を表に示しましたが このように症状は多ヽで■

'と
こ富んで

います 若t,■に多いのも特管
"で
なぜか男性にとって魅力的な女性であることが多いようです こういう女

L[fり回される勇三●て見かけたことありませんか?
本人:こま漠然とした笙虚感が初 常に見捨てられるのではないかという不安を

=え
ています た人 [たして

過屋に・.近したかと思うと 霙然賢■してす■を・
●わらせてしまうなど対′● 三議の政り方がヽ くいきません

ならしさゃ どれが本当の自分か分から■tヽとアイデンティティーのE乱があられ 不安定な状
～
が
=き
き,.

表 |アメリカ精神医学会の診断基萩 DSMJV‐TR)(抜粋 一部改変)

●具■または』像のキで 月捨てら4ることを運すようとする なりふりなまわない努力
‐理
=化
とこき下ろしとの両極端を■れ動くことによつて著徴づテられる 不安定でましい対人間ス様式

同一L陣宮 1著調で持続
"な
不冒定な自己像や自己輛

8己を侵つける可|=畦のある衝,1性で 少なくとこ2つの領,にわたるもの

むちゃ食t')

]殺の行動 脅し またま自傷
=為
つくり返し

,質 .t用

F_‐■気分反秘 こよる感情不安定1±

(■ :通常,2～3辟胃壽綺し卜 3[以
=■=す
ることは■れなエビソード的に起ころ■tメ tヽ気,いらだちまたはス蛋)

侵lt∞な空虚i
種 切で濠しいうり またに怒りのち嚇のC甦
TI しばしばかんじやくを超二, いつもなつている 載つ■み合しヽのすんかをくり返す)
一退tのストレスF道性.―姜

=■
目念 または重篤な年離性症漱

上記の症状などガ

"人
三期までにおまりいういろなボ況で用らかになり 5つ(またはそl・以二)が当てはまる.

境界型パーンナリティ障害の人とはどう付き合つていけばよいのですか?
-1,にハーンナリティ障冨のた

「

で3人権0,熟を行つというJ構えが必要になつてきま7.l.に境早型,
場合は・・ 日 )ヽ、をさき込み 振り回すという行動がみられるため れ,0捐=た医でも手に負な しヽ湯=調
ります 治療の,組を決め ,をはみLしそうになる時には,然とした年度で

=す
ることが必言です.=り Cそ

うとしている本人が実ま不までいつばいなので 月ヨの者が「三‐●ように●る ことが本人の安,さ応につな,リ

ま,そ崚 治してやろうと
=気
込まずに本人と■に考え ,人が生きやつくなるような生活上の二夫を一i

tOみ言tていくことが大切と思つれます


